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研究成果の概要：日本語および中国語の複合語の語構成分類を統語および意味関係に基づいて

行い，内部構造情報の記述法を考案した．また，複合語の内部構造記述のアノテーションを行

うためのインタフェースと検索機能を備えた辞書管理システムを開発した．従来開発してきた

日本語および中国語の辞書項目の拡張を行うとともに，新たに，複合語情報を含む英語辞書を

開発し，それぞれ研究目的に自由に使える辞書として公開した． 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 5,000,000 0 5,000,000 

２００７年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

２００８年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

年度  

  年度  

総 計 14,300,000 2,790,000 17,090,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：自然言語処理，語彙解析，辞書，多言語処理，形態素解析 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 コンピュータによる言語の解析において
は，単語の認定と品詞の同定が最も基本的な
処理である．しかし，日本語や中国語などで
は，文の表記において単語を区切るためのデ
リミタを用いないため，単語への分かち書き
の曖昧性が問題である．例えば，中国語につ
いては，ACL(Association for Computational 
Linguistics)の中国語処理部会が開催してい
る SIGHAN Workshop の中で，単語分かち
書きを共通のタスクとするコンテストが行
われていた．2005年 10月の会議では，４種

類の中国語コーパスについて，訓練データと
テストデータが準備され，共通のデータでの
システム比較が行われた．これらのコーパス
間には分かち書きの認定基準に隔たりがあ
り，ある訓練データで学習したシステムを用
いて他の種類のコーパスを解析した結果は，
同種のテストデータの解析結果に比べて著
しく精度が劣ることが報告された．このよう
なことが生じる最大の原因は，単語分かち書
きの基準がコーパス毎に異なることにあっ
た．この問題は，中国語や日本語だけの問題
ではなく，英語においても，連語，熟語，固
有名詞，専門用語のように複数の語がつなが
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って初めて意味を持つ一連の表現（複合語）
があり，また，屈折や派生のように，語の接
頭，接尾などの断片を解析して初めて語の役
割や意味が明らかになる表現がある．文の分
かち書きの問題は，種々の基準が雑多に存在
するのが困難さの要因ではなく，それぞれの
応用や目的によって単語（あるいは用語）の
構造のどの部分までを基本要素として捉え
るかという考え方が異なることにその要因
がある． 
 よって，問題の本質は，分かち書き標準と
なる単一基準を考えるのではなく，語や用語
がもつ語構成とその分類を行い，語構成の中
で，どのような構成までをまとめ上げや区切
りの単位と考えるかを明確に指定できる構
造として解析しておくことによって，分かち
書きを考えるということにある．例えば，複
数の語がまとまることによって統語的な振
る舞いを異にする場合（“with respect to” の
ような英語の前置詞相当表現や，「に関する」
のような日本語の助詞相当表現など）を連語
としてまとめるという視点もあるし，構成要
素となっている単語からは全体の意味が取
れない複合表現をまとめあげるという視点
もある．このような基準をわかりやすく特定
できるような構造を持った辞書，用語データ
ベースを構築する手法や基本技術を蓄積す
ることが重要であると考えた． 
 
２．研究の目的 
 
 これまであまり明確に規定されてこなか
った分かち書きや用語の切り出しの問題を，
上で記述した考え方にしたがって解決する
ために，次のような機能を備えた辞書および
用語解析システムを研究・開発することを目
標とした． 
(1)屈折・派生などによる語変形，複合語の構
成に関する分類と分類基準の策定 
(2)複合語や連語の語構成に関する明確な情
報を記述した辞書の開発 
(3)辞書に登録されていない複合語，専門用語，
固有名詞などの多単語からなる表現を文中
から特定する手法の開発とその実装 
 (1)については，屈折や派生などの語変形に
関しては言語毎に既存の研究があり，辞書や
事例を調査することにより網羅的な分類と
記述が可能である．複合語については，辞書
に登録すべき語には様々な観点からの分類
が可能である．例えば，英語の “in short”, 
“at last” などは，2つの語がまとまって一
つの副詞のように機能し，統語的な観点から
の連語である．寝台車の意味の ”sleeping 
car” は，意味的な連語であり，構成的に意
味を取ることが難しく辞書に登録すべき語
である．その他，縮約，句動詞，熟語，連濁
現象のように読みの変化を伴う連結現象，な

ど，複合語の構造についての網羅的な分類を
行うことが重要である．分類された語構成に
従って，(2)では，様々な視点から複合語とし
て登録すべき語を大規模なテキストデータ
から抽出し，各語の語構成の明確な記述を行
った代表的な辞書を作成する．このために，
語構成解析や解析結果の確認・修正を行うた
めのツールを同時に開発する．(3)では，複合
表現となっている固有表現などの候補を自
動抽出し，前後文脈より，それらが真に複合
的表現であるか，また，どのような構造をも
った表現であるかを自動解析，あるいは，解
析支援する手法の開発を目的とする．この処
理が必要なのは，どのように辞書を充実させ
ようとも，すべての可能な複合表現を網羅す
ることはできないからである．単純な例とし
て，例えば，「日本人」を「日本」という国
名と「人(じん)」という接尾辞から構成され
る複合語として辞書に登録することを仮定
する．一旦これを行うと，「中国人」「アメリ
カ人」などあらゆる国名に対して同様の表現
を登録する必要があるが，それは現実的に不
可能である．このような複合語を一切登録し
ないという立場もある．しかし，それを徹底
して行うと，上記のような連語をほとんど登
録することができなくなり，様々な自然言語
処理応用にとって使いにくい辞書となって
しまう．(3)で行うのは，(2)の辞書に登録され
ている複合表現（あるいは，利用者が特に指
定した種類の複合表現）と同様の構造をもっ
た語が新しい文書中に現れた際に，それらを
動的にまとめ上げる汎用的な用語解析シス
テムを構築することである．用語解析システ
ムは，機械学習に基づいた手法により実装す
る予定であり，並行して，複合表現や用語の
事例集を作成する． 
 このような言語資源と言語処理システム
を構築することにより，語構成を考慮した系
統的な語彙・用語解析か可能となり，種々の
応用目的に合致した汎用性の高い単語分か
ち書きと品詞・意味分類の処理を可能にする
ことが本研究の目的である． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は，主に次の３つの項目に分けて研
究を行った． 
(1)複合語の語構成の整理と分類と分類基準
の策定 
(2)言語解析用辞書の語彙項目の拡充および
各登録語の内部構造記述を行うための辞書
管理システムの開発 
(3)複合表現・専門用語の内部構造自動解析
手法の開発と解析ツールの設計 
 複合語の語構成の整理については，統語的
な構造と意味的関係の２つの視点から分類
を行った．特に中国語の複合語について，こ



れらの両視点から整理した．日本語について
は，統語的視点からのみ分類し，4つの統語
的係り受け関係を規定した．(2)に関しては，
語の品詞や読みなどの基本情報以外に，意味
ラベルなどの付加情報，および，内部構造を
木構造によって表現できる辞書管理システ
ムを開発する．このシステムには，語の内部
構造をアノテーションするためのインタフ
ェースを構築し，これを用いて内部構造記述
の作業を行う環境を整備し，具体的なアノテ
ーション作業を通じてシステムの仕様改善
を行う．(3)に関しては，人手でアノテーシ
ョンを施した用語集を学習データとして，機
械学習に基づいた用語の内部構造自動解析
手法を設計する．特に，複雑な専門用語等で
生じる文字単位の縮約現象に対応するため，
文字レベルの係り受け解析によって，用語の
内部構造解析を実行する手法を開発する． 
 
４．研究成果 
 
 日本語および中国語の複合語の語構成分
類を統語および意味関係に基づいて行い，内
部構造情報の記述法を考案した．また，複合
語の内部構造記述を行うためのインタフェ
ースと検索機能を備えた辞書管理システム
「Cradle」を開発した．本研究で行った具体
的な研究成果は以下の通りである． 
(1)統語および意味分類にもとづく複合語の
構造の分析と複合語内部構造記述法の設
定：中国語の複合語を構成する構成語間の統
語および意味関係に基づく分類を行った．ま
た，日本語の複合語については，主に統語的
構造の視点から４種類の係り受け関係を用
いた内部構造記述を行った．日本語専門用語
に対して，文字単位による係り受けによって，
文字レベルの縮約を伴う複合現象の解析を
可能にするタグ付け手法を提案した． 
(2)言語解析用辞書の語彙項目の拡充と語構
成記述の表示機能をもったユーザインタフ
ェースの開発：綴り，読み，品詞，構成語な
ど複合語のもつ統語的情報だけでなく，意味
クラス情報や内部構造を記述することので
きる辞書管理システムを開発した．また，各
語がもつ様々な情報を指定して，任意の語を
検索し，内部構造等の情報表示を行う機能，
および，複合語の内部構造タグ付け支援機能
を実装した． 
(3)専門用語および固有表現の自動抽出手法
の開発：Wikipedia からの固有表現の自動抽
出，および，専門分野の文書からの用語抽出
と自動分類に関する研究を行った． 
(4) 複合語・専門用語の自動解析手法：複合
語の内部構造の自動解析を行うために，機械
学習に基づく解析手法を開発した．また，機
械学習の訓練およびテストデータとして用
いるため，日本語および中国語それぞれ約

800 語の複合語・専門用語の内部構造タグ付
きデータを構築した．日本語の複合語解析の
ために，４種類の係り受け関係以外に，文字
レベルの係り受け関係２種類を定義し，合計
６種類の文字単位の係り受け解析として，複
合語の内部構造解析を行う手法を提案した． 
 また，上記の研究を通じて，これまで開発
してきた日本語，中国語，英語の辞書の拡張
を行い，それぞれ約 30 万語，13 万語，10 万
語を含む辞書を構築し，研究利用目的での公
開を行った． 
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